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はじめに
　旧対馬下県郡美津島町長を６期務められ、初代
対馬市・市長の任にあった松村良幸氏と対馬の振
興策について論じ合った。論じたというよりも松
村氏に対馬振興策について、その実績を取材した
というのが当たっているかも知れない。
　松村氏は、長年、全国離島振興協議会の会長を
務められ、その地域活性化の手腕は、国だけでな
く全国の地方自治体でも高く評価された。
　山田眞は、その著「宝島の発想～時代は辺境か
らかわる～」（プレジデント社1997年刊）で具体
的に松村氏の地域行政に関する多くの業績を取り
上げ、その類まれな発想と手法を紹介している。
本稿でも山田眞の著書を利用しながら対論を進め
ていった。
　現在、日韓関係は、極めて厳しい局面にある
が、韓国からの対馬への来訪者は、2013年度は、
航路便で対前年度比120.8％の増加の180886人を
示し、2012年度は、航路便で同比325.5％の増加
の149748人であった。20万人を超えるのは時間の
問題である。
　このように韓国人の対馬への来訪は、増加の一
途を辿っている。また、韓国人経営のホテル・民
宿も厳原町・美津島町・豊玉町・峰町・上対馬町
に10軒ほどある。もちろん、厳原町には、免税店
も複数存在している。対馬と韓国の繋がりは、周
知のように歴史的にも古く、韓国人にとって対馬
は、特別な存在といっても過言ではない。もちろ
ん、それは対馬にもいえることで、韓国と近い関
係にあった時代に、対馬は潤った。かつて対馬海
峡に李ラインが敷かれていた頃、多くの日本漁船
が韓国に拿捕されたが、対馬の漁船のみは、例外
であったことは有名な話である。
　対論でも取り上げるが、第二次大戦後、対馬と
韓国の緊密な関係を創り上げた一人が、松村氏で
あることは周知の事実である。まさに、松村氏等
の働きによって、現在の対馬・韓国の関係が出来
上がったといっても過言ではない。中国流にいえ
ば、対馬・韓国の友好関係の井戸掘り人というこ
とになろう。
　対馬に土地を求める韓国人も少なくなかった時
期もあった。右派ジャーナリズムは、これを騒ぎ
立てあたかも対馬が韓国人によって買い取られる
ような報道もあったが、事実とは程遠く、この騒
ぎもほぼ終わった。
　今再び、対馬は国境離島として注目を浴びてお
り、新聞でもしばしば、韓国との交流が取り上げ
られている。今年になって北海道大学・岩下明裕
教授を中心に九州大学・花松泰倫氏等が、「国境
の島・対馬の観光を創る」（北大出版会）というブッ
クレットを出版している。筆者も1983年に開催さ
れた対馬島おこし大会以来、松村氏や対馬と30年
を超える係り合いを持ってきた。松村氏との対論
は、10月10日、24日、31日の３日に渡って筆者の
研究室で行われた。
（編集制作・文責　森　　泰一郎）
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第一章「歴史を辺境から変える」という発想
森 ：「歴史を辺境から変える」ということを松
村さんは、既に美津島町長時代から講演会
などでしばしば語っておられますが、それ
はどういう意味なのでしょうか。具体的に
は、どういう施策に現れているのでしょう
か。
松村：私は、いままでの世界や日本の歴史は辺境
の民からのエネルギーによって変革されて
きたのだと思っています。大きく捉えれ
ば、20世紀という時代に大きな衝動を与え
たロシア革命も実は、資本主義の最も発展
したイギリスではなく、辺境の地ロシアで
始まっています。ご承知のように明治維新
の原動力もまた辺境の地、薩摩・肥前・土
佐・長州のエネルギーです。親友で韓国の
財団法人釜山発展研究院の金日坤（きむ い
るごん）院長も同じ辺境革命論を唱えてい
ます。
　　　私は、少し大げさにいえば、そうした歴史
法則とでもいうような視点に立って、82年
に39歳で対馬美津島町長に初当選していら
い、一貫して辺境・対馬からの挑戦を続け
てきたつもりです。具体的にいえば、先例
のない施策を進めて来たことでしょう。今
まで、行政は、先例のないことはしないこ
とが通例になっていました。こうした姿勢
を変えない限り離島の人々の暮らしは、良
くなって行かないと考えていたからです。
　　　町長就任直後に行った住民に対する施策の
一つは、役場が開いている９時～５時まで
の時間であれば、いつでも行政サービスを
することにしたのです。今では、どこの自
治体もやっていることですが、私が町長に
就任した頃は、昼休みがあってその時間
は、行政サービスをやっていませんでし
た。組合と激しいやり合いの結果、実現し
たのです。全国でも早い方でした。それか
ら、行政は、住民の要望に対して対応が遅
いことが、全国的に問題になっていた時期
に「すぐやる課」を創った自治体が話題と
なったのですが、わが美津島町では、それ
よりも遥かに早い時期に「住民課」を創り
対応していたのです。
　　　美津島町の住民に対しては、町役場が率先
して離島のハンディをなくしてゆく施策を
大胆に打ち出しました。後に、お話するＣ
ＡＴＶ事業の導入もその一つです。
　　　挑戦といえば、長崎県や国に対する新しい
事業の提案でした。今までも県や国の補助
金があるから、それに合わせて事業をする
という姿勢を多くの自治体が持っていま
す。ここに現在の自治体の根本問題がある
と思っています。そして、年末になると各
自治体は、県や国へ補助金確保のための陳
情を行うことが今でも繰り広げられている
のです。どこに地方自治体の自立の精神が
ありますか。こうして補助金づけの県や国
の言いなりの自治体運営が生まれるのです。
　　　私は、「常識への挑戦」「固定観念の打破」
をモットーに、県にも国に対しても新しい
事業を多く提示してきました。一つの例を
挙げると、91年から美津島町では、「日韓
交流シンポジウム」を開催しています。政
府の自治省次官も出席してくれましたし、
韓国からは知事を始め大物政治家も参加し
ています。長崎県や国も一地方自治体が、
国際会議を開催することに驚きましたが、
それなりの支援をしてくれました。こうし
た新しい事業や活動が、県や国の地方自治
体への支援の新しいあり方を創って行くも
のだと思っているのです。歴史を辺境から
変えるということの一つの例です。
森 ：日本初の大韓民国名誉総領事であり、鹿児
島・薩摩焼の第一人者・第十四代・沈壽官
さんも松村さんのファンと公言されていま
すが、どのような切っ掛からですか。
松村：94年に美津島町で行った「日韓交流フォー
ラム」で、沈さんに基調講演をお願いして
からのご縁です。沈さんのことは、ご承知
でしょうから説明はしませんが、司馬遼太
郎『故郷忘じがたく候』（昭和43年文藝春
秋社）のモデルということのみをお話して
おきます。ご存知のように江戸時代には、
対馬を通して朝鮮との交流が行われました
が、その時の交流は、相互に誠と信頼が貫
かれていました。しかし、明治になって日
本は西洋に倣って砲艦外交を行い悲劇が生
まれたのです。沈さんは、「明治以降、対
馬の人たちが東にばかり目を奪われて、外
交という名の東京式の関係が始まってから
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日本の間違いがはじまったのです。…た
だ、正面玄関からの交渉ではなかなか風穴
のあかない両国のわだかまりも、互いの国
の人々が交流することで突破口を見つけら
れるのです。」といっています。私もまさ
にそう思っています。その突破口こそが対
馬だと思っています。辺境の対馬から日本
を変えて行きたいと思っています。
森 ：92年４月１日に総事業費11億7900万円で美
津島町全戸に無料でＣＡＴＶの導入に踏み
切ったというのも対馬からの挑戦の一環と
して理解すればよいのでしょうか。全国的
にも極めて早い時期にＣＡＴＶを導入され
ている訳ですが、その理由と美津島町の事
業費負担はどのように処理されたのでしょ
うか。
松村：実は、この事業は私が町長に初当選した82
年の秋から着手したのです。実現までに10
年かかっています。82年頃は、町民は行政
不信の坩堝にあったのです。前々町長は、
汚職で逮捕され、前町長は30数件の事業が
未完成の状況で、業者に事業費を支払うと
いう不祥事を起こし、任期半ばで辞職に追
い込まれたのです。そういう中に私が町長
に当選したのです。私は、何よりも町民が
情報を共有し、行政への信頼を回復させる
ことが必要だと痛感したのです。
　　　行政への正確な情報を町民が等しく持つた
めには、どうすればよいのか。数ヶ月考え
た一つの結論が、ＣＡＴＶの導入だったの
です。しかし、この事業を始めた自治体の
殆どが、難視聴地域の改善が目的でした。
私が考えるような目的で導入したところは
ありません。
　　　問題は、膨大な事業費を私たちのような小
さな自治体でどのように賄うかという点に
ありました。この事業の費用を捻出するた
めに国の補助事業を徹底的に調査しまし
た。そして遂に、国の農村総合整備モデル
事業の認定を受け、その特認事項として
あった農村多次元情報システム施設の一環
として実現したのです。総事業費は、約12
億円でしたが、美津島町の直接負担額は、
3200万円程度で済みました。10年の時間が
必要でしたが、悲願は、実現できたので
す。誰もが、美津島町の挑戦を奇跡だと評
価してくれました。
森 ：ＣＡＴＶの導入によって美津島町民は、ど
のように変わりましたか。
松村：町議会の中継放送も行いましたので、あら
ぬ噂の解消になりました。町議会でも議員
の低劣なヤジもなくなり、紳士的になりま
した。今まで、テレビは一方的に視聴者
だった町民が、出演者になったのですから
ラジカルに意識の変化が見られました。少
し冗談にもなりますが、何よりも女性が綺
麗になりました。いつも人から見られる存
在になったからです。情報を広報という形
で発信することができるようになりまし
た。漁業には欠かせない気象情報、町内の
商店街の安売り情報や教養講座、町長の町
民への対話もテレビを通じて出来るように
なったのです。また、ＮＨＫ長崎との連携
放送も可能となりました。美津島町から情
報発信が可能となったのです。中継車も導
入しました。双方向のテレビですから、情
報発信に多くの可能性があります。対馬市
成立後は、対馬全体をカバーするようにな
りました。
森 ：もう一つ日本中を驚かせた美津島町の挑戦
がありましたね。84年３月の西友流通グ
ループの西友と美津島町の特産物の開発に
関する業務提携のニュースです。私も長崎
県内の地域特産物の開発に関わっていまし
たので、日本の大手流通グループ西友とど
ういう関係で美津島町が業務提携を出来た
のか大きな驚きでした。当時は、三全総の
期間中で地域開発や村おこし・島おこし運
動が九州全域で盛んに展開されていました
から、特産品開発は大きなテーマでした。
このテーマに九州全域が頭を抱えながら取
り組んでいた時、大きな方向性を美津島町
がスカッと打ち出したのですから、その衝
撃は大きいものがありました。
　　　どのようにして西友の堤清二さんと関係を
つくられたのですか。当時から、それを知
りたいと思っておりました。堤さんは、著
名な作家でもあり、友人との関係を大切に
されておりました。諫早の駅前に西友諫早
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店を作られたのも、かつて長崎総合科学大
学の理事長をされた林重太教授が堤さんと
大学時代の親友だったという事情もあった
と仄聞しています。（同大林重太理事長の
頃、堤清二さんは、同大の理事を兼務され
ていた。）
松村：私が美津島町長に当選して２年目のことで
した。そのころは、お話のように村おこ
し・島おこし運動が盛んになり始めていま
した。私も、対馬の青年実業家たちを集め
て対馬・島おこし運動を展開しておりまし
た。83年には、島おこし大会・対馬を全九
州規模で美津島町を中心に開催していま
す。そこでも問題になったのは、地域の特
産品開発をどのように進めるかということ
でした。地域開発のためには、その地に行
かなければ、入手できないという特産品開
発法なども提起されていましたが、私はそ
のような手法では真の地域開発はできない
と考えていました。何よりも地域の特産品
が商品として全国に流通しなければ、経済
的にも地域開発はできないと信じていまし
た。そのためには流通大手と業務提携をし
て特産品開発をしなければならないと考え
ていました。
　　　大手流通グループ西友を選んだのは、理由
がありました。西武百貨店ではなく大手
スーパー西友を狙ったのは、無印良品のブ
ランドを創り上げていたからです。このセ
ンスだと思ったのです。このセンスが地域
産品開発の大きな力になるのではないか。
しかし、実のところ堤さんとは何のコネも
ありませんでした。無謀にも対馬の小さな
町が流通大手に立ち向かったのです。私
は、一貫して美津島町を売り込みました。
ところが、不思議なくらいあっけなく堤さ
んは美津島町との提携にゴーサインをだし
てくれました。ただ、重役たちから美津島
町にとっては、大きなメリットがあるで
しょうが、西友にとっては、どんなメリッ
トがあるのかという問いが出されました。
その時、私は咄嗟に、辺境の地・対馬の小
さな町と流通大手西友が提携をしたという
こと自体が途轍もなく大きなニュースであ
り、日本をある意味で揺るがすことになる
のではないかと申し上げました。西友に
とってその広告効果は、数億円に匹敵する
のではないかと思った訳です。
　　　その通りになり、日本の地域開発の一つの
道を打ち出せたと思っています。こうして
西友との業務提携による美津島町の産品は
西友の知恵とセンスによって美津島町特産
物として全国に流通することになりまし
た。　
森 ：松村さんの独自の発想によって対馬の美津
島という小さな町が、日本でも注目される
町に生まれ変わったといえると思います。
まさに辺境の民が、国や県との新しい協力
関係を構築したといえるでしょう。辺境の
民の挑戦は、間違いなく成功したのです。
その後、その手腕を買われて初代の対馬市
長に選出されるわけですが、2004年に対馬
全体が一つの市となった時、松村さんは、
どのような手法で対馬全体を変えようとさ
れたのでしょうか。
松村：初代対馬市長の仕事は、かつて６町村が
持っていた膨大な負債の整理に忙殺された
というのが、本当の所でした。実に辛い苦
しい４年間でした。新しい展望を開こうに
も、差し迫った負債をどのように処理する
か市長の判断に委ねられていました。何と
か膨大な負債の処理に見通しが着いた頃、
２期目の市長選があり、僅差で新人に敗北
します。質の悪いデマを流されたのが、致
命傷でした。家族に辛い思いをさせまし
た。本当に悔しい思いをしました。
　　　膨大な負債を何とか処理できたのは、自惚
れる訳ではありませんが、この私の手腕
だったと自負しています。今、自治体の選
挙のあり方を衆愚政治から変えることが必
要だと思うこのごろです。
　　　しかし、対馬市長としてやりたかったこ
と、敢えていえばこの時にやるべきことが
あると思っていたのです。実は、2012年
に、２期目の対馬市長選挙がありました。
家族や周囲の強い反対を押し切って私は、
立候補したのです。選挙戦に充分な勝算が
あった訳ではないのですが、止むに止まれ
ず立候補したのです。充分な選挙資金もな
い極めてクリーンな選挙活動でした。この
儘では、せっかく築いた対馬と韓国の交流
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関係が崩れてしまうという危機感となんと
も表現しがたい焦燥感がありました。大き
なビジョンを持って日本政府を驚かす位の
交流計画を打ち出さないと対馬は、国際的
な役割を失ってしまうと信じていたからで
す。
　　　既に、私は、美津島町長時代に大きな交流
事業を策定していたのです。そして一部
は、実現していたのです。この事業につい
ては、次章でのべることにしたいと思いま
す。
　　　しかし、２期目の選挙も僅差で１期目の現
職が勝ちました。私の危機感は、対馬の市
民には通じませんでした。無念という外あ
りません。
　　　檀一雄の小説に「火宅の人」という作品が
あります。殆ど自伝小説というべきもの
で、私の愛読書の一つですが、その「火
宅」という言葉に惹かれています。仏教の
用語ですが、家に火が回っているのに、子
供はそれを知らずに遊びほうけている。仏
陀は、家の前に車を用意して子供を助けよ
うとしている。ほぼ、そういう意味の言葉
ですが、まさに、市民は家に火が回ってい
るのに、それを知ろうともせず遊び呆けて
いる。不遜にも私が仏陀になって対馬を救
いたいというのが本音でした。この胸の内
を分かって貰おうとは思いませんが。
　　　しかし、民主主義のもとでは、選挙という
方法しか自治体の首長を選出する道はあり
ません。衆愚政治というかポピュリズムに
陥らない方法はないものかと思っています。
第二章「いわゆる両岸交流」の発想について
森 ：普通「両岸交流」という言葉は、中国と台
湾の交流のことを指すのですが、松村さん
の場合、対馬を起点に韓国と九州本土との
交流関係の意味で使われています。スケー
ルが大きい捉え方だと思います。対馬に
とっては、韓国と同時に、九州本土との関
わりという二つの視点を持っていないと発
展できないという発想ですね。
　　　松村さんが、美津島町長になるまでは、対
馬の振興は九州本土との関係だけの関係を
見る単眼の視野だったと思います。この視
点では対馬は潤わない。かつての時代のよ
うに韓国を視野にいれた発想が必要だっ
た。松村さんは、両岸交流を提起された
時、対馬にどのような役割を想定されてい
たのでしょうか。
松村：かつての時代は、対馬が李氏朝鮮国と日本
との外交という役割を担っていました。そ
の関係もあって対馬藩は、佐賀の鳥栖に飛
び地を貰っていたのです。ご存知のように
平和外交のために国書改竄もやってのけた
歴史をもっています。
　　　作家の辻原登は、近年の作「韃靼の馬」
で、その辺の事情を詳しく展開していま
す。もちろん、フィクションですが、充分
想定できるフィクションです。対馬藩は、
公式には李氏朝鮮国との交流でしたが、実
際には、清国や韃靼とも交流していた訳で
す。今でも中国で極めて効能の高い傷薬と
して使われている「雲南白薬（ゆんな
ん ぱいやお）」があの時代に既に対馬藩を
通して日本でも高貴な薬として使われてい
たことは、この作品によって初めて知りま
した。
　　　現代の対馬が両岸交流にどのような役割を
果たせるかについては、美津島町長時代に
随分と考えました。91年から５年間、美津
島町を中心に日韓交流シンポジウムを開催
しました。96年から現在まで、若者達によ
る日韓の交流を目的にした音楽祭が開かれ
るようになりました。
　　　この一連のシンポジウムで韓国の一流の学
者、行政担当者、あるいは民間の財界人と
対話の中で対馬の役割をはっきりと読み取
ることができたのです。解読出来たと私は
思いました。それは、「癒しの島・対馬」
というコンセプトです。このコンセプト
は、韓国のみならず日本全体にも通用する
対馬の役割だと思ったのです。
　　　そこで、私は「グリーンピアつしま」とい
う構想を立ち上げました。美津島町の
130haという広大な土地に、自然との共生
を図りながら多くの人々が出会える街を創
るという構想です。総事業費300億円をか
け民間資本によるクアハウスや日韓交流会
館、ターミナルケアの出来る病院や福祉施
設を中心とした新しい文化リゾートの建設
です。韓国人観光客だけでなく九州本土の
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観光客も視野に入れていました。
　　　アイランド・テラピーの世界的な権威であ
るドイツ理学療法士連盟会長ハンス・ハル
トックが、対馬を訪れた時、アイランド・
テラピーの全てが揃っている、是非この島
で成功させたいと述べました。
　　　96年７月に韓国の金泳三大統領と橋本首相
との韓国済州島での会談に合わせて、私は
対馬の新しい役割を果たすこの構想につい
ての親書を直接に金大統領に出したので
す。もちろん、外交関係者では、辺境の町
の一町長が韓国大統領に親書を出すこと
は、もっての外であり、前例もないと大い
に物議を醸しましたが、私の親書は確実に
金大統領に渡ったのです。金大統領に私の
親書を確かに読んで貰ったのです。
　　　親書の内容については、前出の山田眞「宝
島の発想」に詳細に展開してありますの
で、ここでは取り上げません。ただ、「癒
しの島・対馬」の役割のもとに「グリーン
ピアつしま構想」を準備しているというこ
とを韓国の大統領に直接伝えたかったので
す。
　　　99年10月には、「グリーンピアつしま」の
中に、美津島町総合福祉保健センターを開
所しました。2003年５月には、この中に、
対馬唯一の温泉である湯多里ランド対馬を
オープンしました。同年12月には、対馬ふ
るさと伝承館を開館しています。こうして
着々と「グリーンピアつしま」の内実を固
めて行きました。
　　　この構想は、日本国内よりも韓国で多くの
協賛者を生み出しました。前出の釜山発展
研究院の金日坤院長は、次のようにコメン
トしています。「釜山の人々にとって対馬
は、一度は行って見たい島です。それに対
馬で自然共生型の新しい文化リゾートが創
られるならば、東アジア経済の発展に大い
に寄与すると信じます。」と。また、釜山
広域市観光協会の高光喆専務理事も、そこ
までの道のりは決して容易なものではない
と思うが、成功すれば釜山と対馬にとって
大きなエポックとなろうと述べています。
しかし、この構想が一部しか実現化できな
い内に、対馬６町が合併して対馬市になり
ました。そして、初代市長に選ばれたので
すが、前章で述べたように膨大な負債処理
に追われてしまいました。２期目と３期目
の市長には選出されませんでした。従っ
て、未だに「グリーンピアつしま構想」
は、未だ実現していないのです。
　　　私は、無念でなりません。今後、対馬が歴
史的に東アジアで平和的な一定の役割を果
たすとすれば、「癒しの島・対馬」という
コンセプトしかないと思うのです。対馬市
民が、今再びこのコンセプトを自分のこと
として考えて欲しいのです。対馬の新しい
歴史的役割を島民自身が認識して欲しいの
です。
森 ：松村さんのお考えは痛いほど分かります
し、私も若い頃、「グリーンピアつしま構
想」実現のために小さな役目を果たしたと
自負しております。
　　　私は、かつて対馬に北朝鮮が崩壊した場合
の北朝鮮の人々にとってのアジール（安全
な逃げ込み場所）の役割を果たすべきだと
書いたことがあります。これは、近い将来
に現実のこととなるかも知れません。しか
し、こういう役割は極めて限定的な役割で
す。東アジア地域の平和的発展のために
は、松村さんが解読された「癒しの島」に
変わるべきコンセプトはないと思っていま
す。現在も対馬へは多くの韓国の人々がバ
イバイゲームで増加していますが、この状
況を松村さんは、どのように見られていま
すか。
松村：極めて喜ばしい現象ですが、現在のように
韓国との交流について何の具体的な構想も
ないところでは、自ずと限界が来ると思っ
ています。韓国の人々が対馬を訪れるの
は、対馬の自然で癒されたいと思っている
からだと思います。
　　　一日も早く、大きな日韓交流構想を立ち上
げるべきです。もう火は、家に回っている
のですから。
第三章「対馬振興の本質」
森 ：対馬を振興するということは、どんなこと
なのでしょうか。かつての離島振興法は、
離島の後進性を回復することに目的があり
ました。現在では、日本の領土の保全にお
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いて大きな役割があるから支援するという
ように変わってきました。現在でも議員立
法であることに私自身は違和感がありま
す。なぜ、通常の立法にしないのかと。
　　　対馬を振興するという場合、国境離島です
から、本土並の生活を単に保障するという
ことではないのではないか。もっと深い意
味を解読しなければならないと思っていま
す。
松村：離島振興法によって対馬を始め離島の後進
性からの回復という課題は、それなりに解
決されてきました。領土の保全という役割
についても、その通りだと思います。しか
し、島に生きる人間の立場、或いは島に生
きる人間の実存とでもいうべき立場からい
えば、島に生きる人間の尊厳という問題は
顧みられなかったと思うのです。つまり、
島に生きる人間のプライドの問題です。な
ぜ、離島は、一方的に支援を受けているの
か。もちろん、現在の離島振興法には、役
割の明記がありますが、しかし、この点
は、今まで永く顧みられて来られなかった
のは事実です。
　　　対馬に限っていえば、国境離島ですから、
かつての時代のように日本という国の外交
を任された時期もありました。そういう意
味でもプライドを島民が持っていた。対馬
には、面白い歴史があります。倭寇が、東
アジア一帯を荒らしまわっていた時代、李
氏朝鮮の国王は、対馬・美津島の豪族早田
（そうだ）氏に朝鮮国の官位を与え、倭寇
の取締をさせたのです。一時は、対馬藩主
宗家を凌ぐ勢いだったと伝わっています。
対馬島民は、朝鮮国からも非常に頼りにさ
れていた存在だった訳です。
　　　秀吉の朝鮮侵略（日本では「文禄役・慶長
の役」、朝鮮国では、「壬辰倭乱・丁酉倭
乱」）の折、対馬藩の重臣達は、侵略に反
対しており、自刃した者も少なくありませ
んでした。釜山には、今でも朝鮮国が立て
た慰霊碑もあります。
　　　日本が朝鮮国を侵略して植民地にしていた
時代（1910～1945年）も対馬では、多くの
朝鮮の人々が山奥で炭焼きをして生計を立
てていました。済州島の人々も対馬に来て
いました。海士・海女で暮らしていた人も
います。この時代は、正確ではないにし
ろ、ある意味では朝鮮の人々にとって対馬
は、アジールだったともいえます。
　　　そうした対馬人のプライドは、第二次大戦
以降、ぷっつりと消えてしまいます。その
理由は、既にのべたように、対馬が東京や
九州本土しか見て来なかったからです。ま
さに、単眼の思考だったからです。
　　　私は、対馬の振興は、対馬の人々が自らの
国際的な役割を自覚してプライドを持つこ
とだと思っています。長崎県の対馬人では
だめだ！と思うのです。
　　　日本の対馬人でなければならないと思って
います。もっと大きく言えば、東アジアの
対馬人でなければならない。
森 ：まさに、松村さんらしい発想ですね。松村
さんの発想では、国境離島を現在の都道府
県の枠内においては更なる発展はないとい
うことですね。自治省の直轄地域とか外務
省の直轄地域とか。現在の安倍政権が戦後
レジームからの脱却をいうのならば、こう
いうことから始めなければならないと思い
ますね。沖縄の問題も同じです。安倍首相
の祖父・岸信介元首相が最初に結んで以来
の日米安保条約の根本的な見直しとか。既
に、米国は世界の正義ではありませんか
ら。更にいうならば米国の対中国や北朝鮮
への戦略から見ても沖縄の基地の軍事的意
味はないと米国の専門家達もいっています。
松村：私は、離島とくに国境離島を中心にいえ
ば、離島省があってもいいのではないかと
思っています。離島大臣がいてもおかしく
ない。沖縄問題や北方領土の問題にしても
今から本格的に解決しなければならないと
思います。
　　　かつて美津島町長の頃に私は、国境離島振
興法の提案をしたことがあります。これ
は、離島振興法を二分するという声が多く
実現しませんでした。
　　　現在、韓国と日本との棘の一つとして竹島
（韓国では「独島」）問題があります。この
問題の解決には、日本では、島根県を通じ
て行うことになる訳ですが、韓国では、大
統領府が直接に関与しています。これを見
ても、日本には、離島省が必要ではないか
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と思う訳です。この問題は、かつて中国の
周恩来主席がいったように、後の世代が解
決する問題として考えることが最も賢いや
り方だと思います。従って、当面は、共同
管理として処理したらよいと思うのです。
　　　現在、韓国人の日本入国は、多くの国と同
じようにノービザです。これには、対馬の
人々の長い粘り強い運動が、実を結んだこ
とを覚えてください。現在、韓国人の対馬
来訪が多い理由の一つがノービザだからな
のです。
森 ：対馬振興の本質は、対馬の東アジアにおけ
る国際的な役割を確認して、自立的にそれ
に対応できる体制を創るということです
ね。それには、長崎県対馬市の枠では、収
まりきれないということですね。この自覚
が、対馬人と対馬市自体になければならな
いということでしょうか。
松村：そうです。対馬の東アジアにおける平和的
な任務は、「癒しの島」に徹するというこ
とです。私は、残念ながら一部しか実現で
きませんでしたが、次の世代の対馬人が、
この役割を実現してくれるものと信じたい
と思います。
森 ：私も松村さんが、長崎ウエスレヤン大学の
客員教授の立場で対馬の東アジアでの平和
的ミッションについて、多くの場で語って
いただきたいと願っています。長い時間お
付き合いいただき有難うございました。
松村：対馬の次の世代に与えられているミッショ
ンを伝えたいと思います。有難うございま
した。
（対論・了）
終わりに
　松村氏と３日にわたる対論をできるだけ再録し
たつもりであるが、美津島町長時代に取り組まれ
実現したマリンタウン構想や対馬沖合のマウンド
漁礁問題、笹川財団によるナヒモフ号引き上げ事
件、村田兆治選手による少年野球のための離島
リーグ（対馬マサカリドリームス）の結成等々興
味津々たる話題を再録していない。他日を期した
い。
　松村氏について簡単に来歴を記しておけば、
1982年～2004年６期美津島町町長を歴任。そのう
ち、１期・３期・５期は、選挙で当選。２期・４
期・６期は、無投票当選。対馬市長は、2004年～
2008年の一期就任。
　美津島町長時代に、全国離島振興協議会会長等
多くの役職や政府委員を歴任。
　父親は、美津島町の助役等町の重役を担った。
母親は、対馬藩の重臣の家柄。
　2004年に町政の腐敗から町長選に１カ月前に急
に引っ張り出され38歳で初当選。前職は、対馬空
港長。大学卒業後、関西で車のセールスマンを経
験した。
　松村氏の対馬振興への思いは、ひと方ではな
い。対馬の東アジアにおける役割を美津島町長時
代に５回にわたって開催した日韓交流シンポジウ
ムの交流の中で読み解いたのだ。すぐに、グリー
ンピア構想を創っている。ここに、行政機関の長
としての松村氏の非凡さがある。対馬の東アジア
における平和的ミッションを自らが実現しようと
したのである。２回にわたる対馬市長選への出馬
と惜敗。止むに止まれぬ心境による出馬であった
ろう。惜敗の無念さは、察して余りある。敢えて
火宅における仏陀の役を果たそうとしたのである。
　松村氏の非凡さは、着想の大きさでもある。か
つて京大教授矢野暢が、４全総で、日本の国土の
発展軸を構想した時、彼は美津島町で松村氏と対
談の中で着想したと述べたことがある。
　今、松村氏は自由の身となったが、眼は決して
眠ってはいない。美津島町長時代に中央政界への
誘いが激しかった。しかし、その誘いをすべて拒
絶したのは、松村氏の志の高さといってよいだろ
う。ただ、その眼がいつ動き出すか楽しみではあ
る。
　
（了）
